
教育講演３

僕は救急外来を主に働く小児救急医です。普段はけいれんや呼吸障害などの内因系

疾患以外に、外傷や中毒などの初期診療も守備範囲としています。そんな僕が15年

ちょっとのキャリア（まだたった15年です。偉そうですみません）の中で、運よく出

会ったのがPOCUSでした。

POCUSとはpoint-of-care ultrasonographyを示す言葉で、この10余年で各領域にそ

の意義が浸透してきました。NEJMによると、POCUSは”the acquisition, 

interpretation, and immediate clinical integration of ultrasonographic 

imaging performed by a treating clinician at the patient’s bedside rather 

than by a radiologist or cardiologist.”と定義され、まさに現場の臨床医によっ

て診療の意思決定に使用される手段の一つです。そのclinicianとは専門家を指して

いるわけではなく、エコーの技術を習得しようともがいている臨床医その人であり、

僕自身もその一人でした。

僕はPOCUSに勇気をもらい、周囲の方々の助けもあって少しずつ小児救急領域にお

ける自分ならではのPOCUSを確立させていきました。小児医療とエコーとの親和性が

高いのは言うまでもありませんが、小児救急とエコーとの親和性はまた格別です。

一方、海外では小児救急領域のPOCUSのエビデンスが蓄積されていき、欧米を中心

に小児救急の教育カリキュラム案が発表されています。今回の講演ではそんな小児救

急のPOCUSの歴史を紐解きながら、POCUSに魅了された一人の小児救急医が歩んできた

轍を共有させていただきます。

また、近年僕が感じているPOCUSの秘めたる力も（うまく言語化できるかわからな

いですが）ご紹介したいと思っています。なんとかPOCUSへの想いを自身のメモワー

ル（回想録）に込めて、若手皆様の心に届く講演にしたいと思います。
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『小児POCUSをメモワールとして語る』
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